
ゆのまえ 議会だより

今号の写真
　長谷町政２期目では、これまで築き
あげた礎をさらに強化し、今ある地域
資源にさらに磨きをかける想いを「昇華」
という２文字に込められました。いろいろ
な資源を巻き込みながら“まちづくり”を「昇
華」させる６つの柱とは…

特集(２～３ページ)につづく・・　

P2  特集　所信表明の新たな取り組みをチェック
P4   本会議　町長選挙後の肉付け予算

P8   一般質問　４人が執行部の考えを質す
P13  全員協議会　まんが美術館・公民館棟の改修

P14  委員会　個性輝く美術館を目指す
P16  議員派遣　熊本県町村議会議長会の要望活動

P18  議会の窓　議長の窓・議会事務局の窓
P19  一部事務組合　議会構成を一部変更

P20  住民の声　長谷町政２期目に期待すること

「住民に見える議会」
「住民が参加しやすい議会」   

「議会力・議員力の向上」を実現する     43No.
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特集

長谷町政２期目が本格始動
６月定例会において、 長谷町長が２期目の所信表明を行いました。 この中で示された「新たな
取り組み」を、 町民の皆さまに分かりやすくご紹介します。

まちづくりを昇華する６つの柱
柱①　命を守る安全安心のまちづくり

消防署 消防指令センターの共同運用、上球磨と下球磨の２消防組合の広域化

町内放送 防災ラジオと屋外スピーカーの運用

大規模災害時の備え 災害備蓄用品の整備、指定避難場の空調整備

役場 庁舎の長寿命化対策

防災センター 新たな施設整備の検討

柱②　次世代につなぐ持続可能な産業づくり
産業の担い手 担い手確保に向けた制度や施策の検討

農業
農業振興検討委員会からの答申を踏まえた施策の実施 ( 生産基盤の整備、
後継者の育成、営農組織の育成、新しい農業経営の推進、農地の保全と
有効活用の推進など )

林業 森づくりによる球磨産材の普及拡大、林業事業体の誘致、適切な森林造
成整備

商工業 担い手の育成、産業技術の伝承への支援

都市の農村の交流場所 構想に向けた消費者目線での調査

農業公社 業務や組織の強化と経営安定のための支援【表紙②】

杵つき精米所 最良の活用方法の選択【表紙①】

ワーケーション 企業とのさらなる交流

観光業の振興 ロゲイニング大会、高校生の自転車競技大会の誘致 · 開催

湯楽里周辺 新たな環境整備の検討【表紙⑥⑦⑧】

湯前駅周辺 まんが美術館やレールウイングのリニューアル【表紙③④⑤】

所信表明
新たな取り組みをチェック
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柱③　ずっと住み続けられる安らぎの住環境づくり
公営住宅 駅前団地の住宅建設、若者住宅の計画、長寿命化の検討

個人住宅 個人住宅の新築・リフォーム支援

公営宅地 分譲住宅地の造成計画

空き家 住宅マスタープランによる空き家対策

柱④　ささえ愛で心温まる福祉づくり
高齢者生活福祉センター 入浴施設や屋根などの長寿命化

高齢者などの移動手段 シニアカーなどの購入費の助成

健康のまちづくり 新たな健康支援体制の構築

公立多良木病院 地域医療の確保

産婦人科 南九州中部地域医療圏の連携、医療提供体制の充実

柱⑤　地域をつなぐ人づくり
学校・社会体育施設 体育環境の整備

教育の情報化 学習環境の整備

漫画文化 ブラシュアップによる活性化

柱⑥　みんなで描き育むまちづくり

自立できるまちづくり 知恵を出し合い総力戦で
自治体力を高める

長谷町政２期目

特集に関する住民の声は２０ページを参照

 所信表明演説で熱弁を振るう長谷町長

「役場は町民の役に立つ人が働いてい
る場所」と言われるように、全身全
霊を傾注し、邁進していく!!
心豊かで、活力があり、未来を創造
するまちを目指して、しっかりと前を
向いて行動していく!!
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本会議

指
定
避
難
所
の
整
備

小
中
学
校
空
調
設
備
の
設

計　

 　
　

  

４
０
０
万
円

　
避
難
所
に
指
定
し
て
い
る
小
学

校
と
中
学
校
の
体
育
館
に
、
空
調

設
備
を
整
備
し
ま
す
。

　
財
源
は
、
緊
急
防
災
減
災
事
業

債
を
活
用
し
ま
す
。

移
動
手
段
に
更
な
る

支
援

シ
ニ
ア
カ
ー
な
ど
の
購
入

補
助　
　

 　

 　
75
万
円

　
高
齢
者
の
自
立
し
た
生
活
を
支

援
す
る
た
め
、
高
齢
者
等
移
動
支

援
助
成
事
業（
福
祉
タ
ク
シ
ー
な

ど
）に
続
き
、
シ
ニ
ア
カ
ー
と
電

動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
の
購
入
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　
対
象
者
は
、
運
転
免
許
証
の
保

有
が
な
く
、
要
介
護
２
か
ら
要
介

護
５
ま
で
の
認
定
が
な
い
65
歳
以

上
の
方
で
す
。

　
補
助
額
は
、
購
入
金
額
の
３
分

の
１
。
シ
ニ
ア
カ
ー
が
上
限
10
万

円
、
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
が
上

限
５
万
円
で
す
。

国
か
ら
の
追
加
支
援

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金（
重
点

交
付
金
）を
活
用
し
て
、
町
民
生

活
を
支
援
し
ま
す
。

水
道
基
本
料
金
の
免
除

９
４
１
万
４
０
０
０
円

　
価
格
高
騰
に
直
面
し
て
い
る
生

活
者
支
援
の
観
点
か
ら
、
一
般
用

の
基
本
料
金
１
５
４
０
円（
税
込
）

を
８
月
分
の
料
金
か
ら
４
ヶ
月
間

免
除
し
ま
す
。

く
ら
し
応
援
券
の
配
布

２
１
６
６
万
６
０
０
０
円

　
１
人
当
た
り
５
０
０
０
円
分
の

「
ゆ
の
ま
え
く
ら
し
応
援
券
」を
配

布
し
ま
す
。

学
校
給
食
費
の
無
償
化

５
６
０
万
円

　
令
和
５
年
度
の
２
学
期
と
３
学

期
に
お
い
て
、
小
中
学
校
の
給
食

費
を
無
償
化
し
ま
す
。　

補 

正 

予 

算

町
長
選
挙
後
の
肉
付
け
予
算

当
初
予
算
に
５
億
１
６
９
８
万
円
を
追
加

６
月
定
例
会
は
、
13
日
か
ら
19
日
ま
で
７
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し

た
。
議
員
４
人
が
一
般
質
問
を
行
い
、
令
和
５
年
度
の
補
正
予
算
な
ど

を
審
議
し
ま
し
た
。
肉
付
け
予
算
を
追
加
し
た
一
般
会
計
の
総
額
は
、

45
億
４
５
８
１
万
円
で
す
。５
月
15
日
に
は
臨
時
議
会
を
開
い
て
い
ま
す
。

駅
周
辺
の
施
設
改
修

レ
ー
ル
ウ
イ
ン
グ
複
合
施

設
の
設
計　

２
０
０
０
万
円

　
老
朽
化
し
て
い
る
レ
ー
ル
ウ
イ

ン
グ
の
未
使
用
ス
ペ
ー
ス
を
、
屋

根
付
き
の
イ
ベ
ン
ト
広
場
と
し
て

整
備
し
、
有
効
活
用
し
ま
す
。 

 

始
発
駅
か
つ
終
着
駅
で
あ
る
湯

前
駅
周
辺
を
再
開
発
す
る
こ
と

で
、
地
域
産
業
の
活
性
化
に
つ
な

げ
ま
す
。

　
令
和
２
年
７
月
豪
雨
で
被
災
し

た
く
ま
川
鉄
道
は
、
令
和
７
年
度

に
全
線
開
通
す
る
見
込
み
で
す
。

　
財
源
は
、
街
な
み
環
境
整
備
費

補
助
金
や
社
会
資
本
整
備
総
合
交

付
金
な
ど
を
活
用
し
ま
す
。

改
修
前
の
レ
ー
ル
ウ
イ
ン
グ
複
合
施
設

空調設備 災害時の指定避難所

あり
農村環境改善センター
保健センター
湯～とぴあ

なし
Ｂ＆Ｇ海洋センター
旧南部保育所 ( 空調設備の老朽化で
使用不可 )

今回整備 湯前小学校、湯前中学校



観
光
力
を
強
化

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
追

加　
　
　
　
３
２
５
万
円 

　
本
町
の
観
光
力
を
強
化
す
る
た

め
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
１
人
を

追
加
で
募
集
し
ま
す
。

町
内
観
光
案
内
板
の
設
計

　
３
０
０
万
円

　
町
内
に
あ
る
観
光
案
内
板
を
更

新
す
る
た
め
の
デ
ザ
イ
ン
な
ど
の

委
託
料
で
す
。

　
財
源
は
、
国
の
街
な
み
環
境
整

備
費
補
助
金
と
社
会
資
本
整
備
総

合
交
付
金
を
活
用
し
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
キ
ャ
ン

プ
場
ト
イ
レ
改
修
工
事

　
２
０
０
万
円

　
近
年
、
キ
ャ
ン
プ
客
の
増
加
に

伴
い
洋
式
ト
イ
レ
の
要
望
が
増
え

て
い
る
た
め
、
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト

内
に
あ
る
ト
イ
レ
を
改
修
し
ま

す
。

　
財
源
は
、
熊
本
地
震
復
興
基
金

交
付
金
を
活
用
し
ま
す
。

教えて　ゆっくん
ＡＲって何？

「拡張現実」と呼ばれ、現実の世界
に仮想空間の情報などを重ね合
わせる技術や仕組みのことだよ。

　　　　　　

 詳細はこちら
(ＡＲとＶＲの違い解説動画)

洋
式
化
す
る
キ
ャ
ン
プ
場
ト
イ
レ
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農
業
支
援
を
再
構
築

中
心
経
営
体
へ
の
農
業
機

械
の
導
入
補
助

　
８
０
０
万
円

　

意
欲
あ
る
認
定
農
業
者
や
法

人
、
認
定
新
規
就
農
者
の
経
営
体

に
対
し
、
経
営
規
模
の
拡
大
や
経

営
発
展
す
る
た
め
に
必
要
な
機
械

導
入
を
支
援
し
ま
す
。

　

そ
れ
以
外
の
方
で
、「
人
・
農

地
プ
ラ
ン
」で
地
域
の
中
心
と
な

る
経
営
体
に
位
置
付
け
ら
れ
た
意

欲
あ
る
経
営
体
に
対
し
て
も
、
同

様
に
支
援
し
ま
す
。

農
業
用
施
設
な
ど
の
導
入

補
助　

  　

 

３
０
０
万
円

　
野
菜
や
畜
産
な
ど
の
生
産
振
興

と
地
場
産
の
出
荷
を
促
進
す
る
た

め
、
新
た
に
農
業
用
施
設
や
資
材

な
ど
の
導
入
を
支
援
し
ま
す
。

農
業
法
人
化
の
補
助

２
０
０
万
円

　
規
模
拡
大
や
経
営
発
展
、
法
人

化
を
目
指
す
農
業
者
に
対
し
、
家

族
労
働
力
以
外
の
雇
用
や
農
地
取

得
に
係
る
経
費
を
、
長
期
的
に
支

援
し
ま
す
。

農
業
雇
用
な
ど
の
補
助

　
１
４
０
万
円

　
高
齢
化
な
ど
で
農
業
従
事
者
が

減
少
し
労
働
力
が
不
足
す
る
中
、

繁
忙
期
な
ど
に
お
け
る
農
作
業
の

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
雇
用
に

係
る
経
費
を
支
援
し
ま
す
。

県
営
田
ん
ぼ
ダ
ム
排
水
桝

の
老
朽
化
対
応

　
60
万
１
０
０
０
円

　

本
町
の
県
営
田
ん
ぼ
ダ
ム（
中

部
地
区
集
落
）は
、
排
水
桝
が
老

朽
化
し
て
い
る
た
め
入
れ
替
え
ま

す
。
市
町
村
の
負
担
金
は
13
％
相

当
で
す
。

　

田
ん
ぼ
ダ
ム
は
、「
人
吉
球
磨

の
緑
の
流
域
治
水
」の
実
現
に
向

け
て
、
熊
本
県
が
令
和
３
年
度
か

ら
取
り
組
む
実
証
実
験（
モ
デ
ル
）

事
業
で
す
。

新
た
な
林
業
支
援

林
業
担
い
手
対
策
の
補
助

１
２
０
万
円

　
森
林
整
備
を
担
う
人
材
の
育
成

と
確
保
を
図
る
た
め
、
森
林
環
境

譲
与
税
を
財
源
と
し
て
、
機
械
機

具
、
安
全
対
策
装
備
品
、
労
働
環

境
装
備
品
の
購
入
を
支
援
し
ま
す
。

新
た
な
商
工
業
支
援

機
械
施
設
の
補
助

　
６
０
０
万
円

　

意
欲
あ
る
商
工
業
者
に
対
し
、

経
営
規
模
の
拡
大
や
経
営
発
展
の

た
め
の
必
要
な
機
械
施
設
な
ど
の

導
入
を
支
援
し
ま
す
。

商
工
会
青
年
部
へ
の
補
助

　
４
４
０
万
円 

　
メ
タ
バ
ー
ス（
仮
想
空
間
）を
活

用
し
た
Ａ
Ｒ
事
業
に
、
商
工
会
青

年
部
が
新
た
に
取
り
組
み
ま
す
。

事
業
の
目
的
は
、
湯
前
町
の
に
ぎ

わ
い
創
出
と
、
商
工
業
者
の
販
売

促
進
で
す
。

　
財
源
は
、
県
の
夢
チ
ャ
レ
ン
ジ

推
進
補
助
金
を
活
用
し
、
残
り
は

町
が
支
援
し
ま
す
。
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移
住
定
住
を
推
進

新
築
の
補
助１

０
８
０
万
円

　
新
築
お
よ
び
新
築
住
宅
購
入
の

費
用
を
補
助
す
る
こ
と
で
、
移
住

定
住
を
推
進
し
ま
す
。

　

補
助
金
の
基
本
額
は
40
万
円

で
、
地
域
産
材
や
地
元
業
者
を
活

用
す
る
な
ど
の
条
件
に
よ
り
加
算

が
あ
り
ま
す
。
補
助
金
の
上
限
は

１
２
０
万
円
で
す
。

　
財
源
は
、
ふ
る
さ
と
応
援
基
金

を
活
用
し
ま
す
。

住
生
活
基
本
計
画
と
公
営

住
宅
長
寿
命
化
計
画
の
改

訂　
　

 　
１
１
５
０
万
円

　
湯
前
町
が
取
り
組
む
べ
き
住
生

活
の
基
本
的
指
針
と
な
る
住
生
活

基
本
計
画
と
、
こ
の
計
画
に
関
連

す
る
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画

を
改
訂
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
計
画

は
平
成
25
年
度
に
策
定
し
て
お

り
、
計
画
期
間
が
令
和
５
年
度
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
営
住
宅
の
改
修
や
建
て
替
え

で
国
の
支
援
を
受
け
る
た
め
に

は
、
計
画
の
改
訂
が
必
要
で
す
。

牧
原
地
区
分
譲
地
の
測
量

設
計　
　
　
６
０
０
万
円

　
公
営
住
宅
解
体
後
に
、
遊
休
化

し
て
い
る
上
牧
原
住
宅
跡
地
を
住

宅
分
譲
地
と
し
て
整
備
し
ま
す
。

　

上
牧
原
住
宅
と
下
牧
原
住
宅

は
、
入
居
者
の
退
去
後
に
解
体
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

空
き
家
等
対
策
基
本
計
画

の
策
定　
１
０
５
０
万
円 

　
世
帯
数
が
減
少
傾
向
に
あ
る
な

か
、
空
き
家
が
さ
ら
に
増
加
す
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。こ
の
た
め
、

空
き
家
の
実
態
調
査
を
行
い
、
将

来
を
見
据
え
た
空
き
家
の
利
活
用

や
抑
制
対
策
お
よ
び
危
険
空
き
家

対
策
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
基
本
計

画
を
策
定
し
ま
す
。

町
営
住
宅
解
体
工
事

　
２
０
０
万
円 

　
上
牧
原
の
住
宅
１
棟
を
解
体
し

ま
す
。

地
域
優
良
賃
貸
住
宅
の
建

設
工
事　
６
７
３
０
万
円

　
令
和
４
年
度
に
引
続
き
、
駅
前

団
地
と
し
て
２
戸（
５
号
棟
と
６

号
棟
）の
地
域
優
良
賃
貸
住
宅
を

建
設
し
ま
す
。

　
財
源
は
、
国
の
社
会
資
本
整
備

総
合
交
付
金
を
活
用
し
、
残
り
は

住
宅
整
備
債（
交
付
税
措
置
な
し
）

を
充
当
し
ま
す
。

健
康
増
進
を
継
続

ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

性
化
事
業70

万
３
０
０
０
円

　
令
和
４
年
度
ま
で
行
っ
て
い
た

地
域
活
性
化
起
業
人
制
度
事
業

（
ル
ネ
サ
ン
ス
・
大
森
氏
）の
成
果

を
踏
ま
え
、
新
た
な
手
法
に
よ
る

地
域
住
民
の
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
に

よ
る
健
康
増
進
を
図
り
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
は
、
熊
本
大
学

の
中
川
教
授
に
よ
る
講
演
会
と

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
行
う
予
定
で
す
。

学
校
施
設
の
改
修

中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
改

修
工
事　
４
０
０
０
万
円

　
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
構
造
的

な
経
年
劣
化
な
ど
に
よ
る
排
水
不

良
を
改
修
し
、
教
育
環
境
の
質
的

な
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

財
源
は
国
の
教
育
費
補
助
金
、

学
校
施
設
環
境
改
善
交
付
金
、
過

疎
債
を
活
用
し
ま
す
。

建
設
が
進
む
子
育
て
世
帯
向
け
住
宅

（
中
里
２
）

こ
れ
か
ら
整
備
す
る
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

分
譲
地
整
備
を
進
め
る
上
牧
原
住
宅

（
中
里
２
）
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本会議

議　　　　案
吉
田  

精
二

西　

  

靖
邦

遠
坂  

道
太

椎
葉  

弘
樹

森
山　

  

宏

黒
木  

龍
次

味
岡　

  

恭

倉
本　

 

豊

山
下  　
力

金
子  

光
喜

審議結果
（賛成：反対）

令和５年度一般会計補正予算(第１号) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決（９ : ０）

令和５年度一般会計補正予算(第２号) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決（９ : ０）

湯前町水道事業会計補正予算(第１号) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決（９ : ０）

上記以外の議案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決（９ : ０）

○：賛成　×：反対 ( 今回なし )　－：採決なし（議長は採決に加わりません）　

議案審議の賛否一覧［議案３件 （４月～６月）］

社
会
教
育
施
設
の
改
修

ま
ん
が
美
術
館
と
中
央
公

民
館
の
整
備

　
８
５
０
０
万
円

　

老
朽
化
し
て
い
る
湯
前
ま
ん

が
美
術
館
と
中
央
公
民
館
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
改
修
し
、
く
ま
川
鉄

道
湯
前
駅
周
辺
整
備
事
業
と
併

せ
、人
流
量
の
増
大
を
図
り
ま
す
。

　
ま
ん
が
美
術
館
は
、
平
成
４
年

開
館
で
30
年
以
上
に
わ
た
り
、
ま

ん
が
文
化
の
保
存
展
示
と
地
域
活

性
化
の
拠
点
施
設
と
な
っ
て
い
ま

す
。
年
平
均
６
０
０
０
人
弱
の
観

覧
者
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

人
吉
球
磨
地
域
一
体
と
な
り
、

Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ａ
コ
ン
テ
ン
ツ
を
活
用

し
た
交
流
人
口
拡
大
化
の
各
種
事

業
が
始
動
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
財
源
は
、
県
の
熊
本
地
震
復
興

基
金
交
付
金
と
過
疎
債
を
活
用
し

ま
す
。

下
里
御
大
師
堂
の
周
辺

整
備

本
堂
の
保
存
修
理
か
ら
の

継
続
事
業

３
１
５
０
万
円

　
令
和
５
年
度
は
、
休
憩
所
の
設

置
と
公
園
整
備
に
着
手
し
、
文
化

財
保
護
意
識
の
高
揚
お
よ
び
文
化

財
施
設
の
情
報
発
信
と
集
客
力
向

上
を
図
り
ま
す
。

　
財
源
は
、
国
の
街
な
み
環
境
整

備
費
補
助
金
、
社
会
資
本
整
備
総

合
交
付
金
、
過
疎
債
を
活
用
し
ま

す
。

　
な
お
下
里
御
大
師
堂
保
存
修
理

事
業
は
、
令
和
５
年
７
月
末
に
第

３
期
工
事（
防
災
設
備
工
事
）が
完

了
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
議
案

湯
前
町
農
業
委
員
会
委
員
の

任
命

８
人
を
同
意(

任
期
３
年)

◎
永
田　
平
馬
さ
ん （
古
城
）

◎
山
本　
武
志
さ
ん （
浅
鹿
野
）

◎
久
保
田　
諭
さ
ん（
野
中
田
１
）

◎
大
石　
光
治
さ
ん （
下
村
）

◎
野
田　
美
智
晴
さ
ん （
馬
場
）

◎
前
川　
敏
幸
さ
ん （
上
里
１
）

◎
浜
崎　
睦
子
さ
ん （
上
里
３
）

◎
稲
森　
英
雄
さ
ん （
下
里
）

湯
前
町
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
の
選
任

１
人
を
同
意(

任
期
３
年)

◎
椎
葉　
源
二
さ
ん （
上
里
３
）

こ
れ
か
ら
整
備
す
る
御
大
師
堂
周
辺
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４人が執行部の考えを質す

　一般質問への町民の関心をより高めるた
め、ＹｏｕＴｕｂｅ動画へのアクセスランキン
グを公表します。議員のやる気につながりま
すので、ぜひ動画をご覧ください。

質問者（登壇順） 質　問　項　目 ページ

椎葉　弘樹 現役世代の移住者を増やす取り組み 9

西　　靖邦 「道の駅」・ゆのまえの新しいステージ構想 10

遠坂　道太 地域コミュニティの現状と課題 11

吉田　精二 所信表明 12

　一般質問は、ＹｏｕＴｕｂｅで生放送と録画
の動画配信を行っています。この動画は、パソ
コンやスマートフォン、タブレット端末などか
ら視聴できます。

一般質問のＹｏｕＴｕｂｅライブ配信（生放送）を行っています。

特別企画 お知らせとお願い

◎ＹｏｕＴｕｂｅ動画　（「湯前町オフィシャル」で検索）

一般質問

前回一般質問 議会放送

ＹｏｕＴｕｂｅアクセスランキング ＩＰ告知端末からの放送終了
　令和５年３月末でＩＰ告知端末（２チャンネ
ル）からの放送が終了したため、本会議の音声放
送ができなくなりました。現在、使用している
防災ラジオは、文字データによる通信であるた
め、議会の音声を届けることができません。

ＹｏｕＴｕｂe 動画のニーズ調査
  「一般質問以外の議会放送も視聴したい」という
ご意見などありましたら、議
会事務局やお近くの議員ま
でお知らせください。

議員 3月一般質問
西　　靖邦 412
山下　　力 80
椎葉　弘樹 50
遠坂　道太 45
森山　　宏 38
吉田　精二 38

(令和5年7月3日時点のアクセス数)



議
員　
移
住
を
希
望
す
る
人
が
す

ぐ
に
生
活
で
き
る
よ
う
、
住
環
境

を
整
備
す
る
考
え
は
。

町
長　
民
間
の
空
き
家
情
報
の
提

供
も
検
討
す
べ
き
。
令
和
５
年
度

に
は
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化

社
会
へ
の
対
応
と
し
て
、
既
存
住

宅
の
ス
ト
ッ
ク
や
活
用
を
重
要
な

政
策
課
題
と
し
て
捉
え
た
い
。
将

来
の
人
口
予
測
値
を
踏
ま
え
て
、

本
町
に
必
要
な
住
宅
供
給
の
戸
数

を
十
分
に
精
査
し
な
が
ら
、
住
環

境
の
整
備
を
考
え
て
い
き
た
い
。

椎葉 弘樹 議員

質問の様子は
こちら

現役世代の移住者を増やす
取り組み

各種対策に努める

問

答

議
員　
生
産
年
齢
人
口
に
関
す
る

総
合
戦
略
の
見
直
し
を
行
う
考
え

は
。

町
長　
総
合
戦
略
の
中
で
、
生
産

年
齢
人
口
や
現
役
世
代
に
関
す
る

目
標
値
を
ど
の
よ
う
に
盛
り
込

む
か
を
検
討
し
た
い
。
現
役
世
代

の
減
少
は
、
本
町
に
と
っ
て
も
大

変
深
刻
な
問
題
。
今
後
、
現
在
の

総
合
戦
略
の
内
容
を
継
承
し
な
が

ら
、
地
方
版
の
デ
ジ
タ
ル
田
園
都

市
国
家
構
想
総
合
戦
略
と
し
て
改

定
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

議
員　
婚
活
イ
ベ
ン
ト
以
外
の
結

婚
支
援
を
強
化
す
る
考
え
は
。

課
長　
本
町
の
婚
姻
率
が
全
国
的

に
見
て
も
低
い
傾
向
は
、
今
も
変

わ
ら
な
い
と
考
え
る
。
本
町
も
婚

活
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、

な
か
な
か
成
果
が
出
て
い
な
い
。

町
長　
民
間
主
催
の
パ
ー
テ
ィ
ー

や
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
、
異
業
種

交
流
会
な
ど
、
男
女
が
出
会
う

き
っ
か
け
づ
く
り
も
必
要
。
民
間

団
体
に
も
周
知
を
し
な
が
ら
、
出

会
い
が
少
し
で
も
増
え
る
よ
う
、

結
婚
を
希
望
す
る
独
身
男
女
の
出

会
い
の
場
を
創
出
す
る
よ
う
努
力

し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
た
と
こ
ろ
。

 

議
員　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
積

極
的
な
受
け
入
れ
と
仕
事
を
探
す

支
援
の
強
化
を
行
う
考
え
は
。

町
長　
こ
れ
ま
で
本
町
に
来
ら
れ

た
隊
員
数
は
、４
月
現
在
で
11
人
。

ま
た
、
そ
の
う
ち
４
人
が
任
用
終

了
後
に
移
住
。
今
後
も
ニ
ー
ズ
を

整
理
し
な
が
ら
、
協
力
隊
を
積
極

的
に
募
集
し
た
い
。
隊
員
の
住
む

所
が
無
い
現
状
も
あ
る
た
め
、
住

環
境
の
整
備
や
予
算
化
も
さ
せ
て

い
た
だ
け
な
い
か
。
民
間
活
力
や

若
者
の
新
し
い
考
え
方
を
地
域
の

中
に
取
り
入
れ
な
が
ら
、
若
者
世

代
の
仕
事
探
し
の
一
助
と
な
る
よ

う
、
今
後
も
努
力
し
て
い
く
。

湯前町の生産年齢人口

【令和２年】
　 １６７８人（４６％）

【昭和４０年ごろ】
　 ４２００人超え

【令和２７年】
　将来展望 ：７０８人（３７.６％）

水上村　（３９.５％）
西米良村（４６.１％）

※カッコ：総人口に占める割合

※データ出所 : 国勢調査（総務省）
　将来推計人口（厚生労働省社人研）

【平成２７年】
　２.５ 件／年
　　※熊本県で下から３番目（４３位）
　　　全国で１５９３位

人口千人当たりの本町の婚姻件数

産山村６．６件（１位）
五木村５．６件（５位）
水上村４．９件（８位）【令和５年４月公表分】

湯前町　６人　

活動中の隊員が多い自治体

　１位　熊本県・高森町　　５７人
　２位　岡山県・西粟倉村　５４人
　３位　新潟県・三条市　　５２人
　６位　宮崎県・都農町　　３９人
１４位　宮崎県・新富町　　２６人

今回の質問は、少子
化や地域経済におけ
る重要なテーマ。担
当課の積極的な取り
組みを支持したい。

つ ぶ
や き議員の

9  ゆのまえ議会だより  No.43（令和５年8月） 

一般質問



成功するためには、
｢立派な施設をつくる
ことではなく、持続
可能な良い計画・運
営の仕組みをつくる
こと｣ がポイント‼

つ ぶ
や き議員の

休憩機能

情報発信
機能

地域連携
機能

24時間、無料で利用
できる駐車場・トイレ

道路・観光・緊急医療
などの情報を提供

文化教養、観光レク
リエーションなどの
地域振興施設

（引用元：国土交通省資料）

地域とともにつくる
個性豊かなにぎわいの場

災害時は防災機能
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一般質問

西  靖邦 議員

質問の様子は
こちら

「
道
の
駅｣
・ゆ
の
ま
え
の
新
し

い
ス
テ
ー
ジ
構
想

第
一
弾
と
し
て
調
査
・
検
討

を
行
う

問答議
員　
「
奥
座
敷
ゆ
の
ま
え
」に
地

域
の
顔
と
な
る
施
設
を
建
設
す
る

考
え
は
。

町
長　
前
回
の
一
般
質
問
以
降
、

副
町
長
よ
り
検
討
の
聞
き
取
り
調

査
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
既
存
の

道
の
駅
に
関
す
る
担
当
課
に
よ
る

調
査・研
修
ま
で
至
っ
て
い
な
い
。

あ
ら
た
め
て
担
当
課
お
よ
び
関
連

す
る
課
に
て
調
査
を
行
う
よ
う
指

示
し
て
い
る
。
野
菜
や
果
物
な
ど

の
産
物
を
特
産
品
と
し
て
販
売
す

る
道
の
駅
で
は
、
季
節
に
よ
っ
て

陳
列
す
る
産
品
が
な
く
な
り
、
販

売
店
と
し
て
の
魅
力
が
低
下
し
て

い
る
と
い
う
問
題
も
顕
在
化
し
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。
今
後
、
加
速

し
て
い
く
農
家
の
高
齢
化
に
よ

り
、
販
売
す
る
農
産
物
の
確
保
が

困
難
に
な
る
な
ど
の
懸
念
も
捨
て

き
れ
て
い
な
い
。
実
態
を
よ
く
調

査
し
た
い
。

議
員　
「
地
域
活
性
化
」の
拠
点
と

し
て
今
後
、
展
開
し
て
い
く
考
え

は
。

町
長　
税
の
減
収
に
伴
う
税
外
収

入
を
得
る
と
い
う
部
分
で
、
道
の

駅
を
拠
点
と
し
た
相
乗
効
果
を
含

ん
で
い
ろ
ん
な
活
性
化
の
パ
タ
ー

ン
が
考
え
ら
れ
、
創
造
で
き
る

の
で
は
と
思
っ
て
い
る
。
主
力

と
な
る
商
品（
お
土
産
品
、
食
料

品
、
生
活
必
需
品
な
ど
）に
加
え

て
、
生
活
基
盤
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

も
併
設
・
強
化
し
、
道
の
駅
を
創

造
で
き
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

本
町
に
お
け
る
道
の
駅
の
基
本
調

査
、
立
地
条
件
、
交
通
量
、
交
流

人
口
商
圏
、
農
産
加
工
の
生
産
者

お
よ
び
農
産
物
な
ど
の
種
類
、
地

域
資
源
の
実
態
、売
り
上
げ
な
ど
、

総
合
判
断
す
る
た
め
の
調
査
も
行

い
た
い
。
今
回
、
総
合
計
画
の
後

期
に
も
位
置
付
け
た
い
。
こ
の
調

査
は
あ
く
ま
で
も
建
設
の
方
向
に

進
む
の
で
は
な
く
、
そ
の
判
断
を

す
る
た
め
の
調
査
で
あ
る
。
議
会

に
お
い
て
も
、
道
の
駅
に
関
す
る

調
査
な
ど
も
行
っ
て
頂
け
れ
ば
幸

い
。



地域の交流不足は、
図 ( ①～④ ) の要素
を組み合わせて地域
コミュニティを活性
化する必要がある。

つ ぶ
や き議員の

地域コミュニ
ティの活性化

①ヒト(人材)

④ご縁・情報

②
カ
ネ(

資
金
な
ど)

③
ワ
ザ
・
知
恵

11  ゆのまえ議会だより  No.43（令和５年8月） 
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遠坂 道太 議員

質問の様子は
こちら

議
員　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
課

題
に
対
す
る
方
策
を
ど
の
よ
う
考

え
て
い
る
か
。

課
長　
地
区
自
治
会
活
動
は
、
少

子
高
齢
化
や
人
口
減
少
な
ど
、
地

域
共
通
の
課
題
が
あ
る
。
ま
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ

る
各
種
行
事
の
中
止
、
総
会
の
書

面
開
催
、
地
域
住
民
相
互
の
交
流

機
会
の
減
少
な
ど
の
課
題
も
あ

る
。
消
防
団
は
、
若
年
層
の
減
少

が
課
題
。地
区
健
康
グ
ル
ー
プ
は
、

参
加
人
数
が
減
少
傾
向
に
あ
り
、

新
し
い
方
や
男
性
の
参
加
が
少
な

い
こ
と
が
課
題
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
強
化
の
方

策
は
、さ
ま
ざ
ま
な
物
事
の
見
方
、

個
々
の
意
見
、
年
代
や
性
別
、
思

考
、
地
域
な
ど
を
超
え
る
よ
う
な

活
動
の
多
様
化
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
と

の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
方
向
性
が

考
え
ら
れ
る
。

町
長　
地
区
の
統
合
は
、
議
会
と

共
に
、
地
域
住
民
、
各
種
団
体
な

ど
の
議
論
を
重
ね
て
い
た
だ
い

て
、今
後
の
課
題
解
決
に
努
め
る
。

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

に
向
け
て
の
方
策
は
、
総
合
計
画

に
揚
げ
て
い
る
よ
う
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
形
で
地
域
住
民
の
皆
さ
ま
と

の
協
議
を
重
ね
、
先
人
に
学
び
、

文
化
を
継
承
す
る
姿
勢
も
、
継
続

し
な
が
ら
健
康
で
心
豊
か
に
し
、

自
然
と
人
、
そ
し
て
郷
土
を
愛
し

活
力
が
あ
り
、
未
来
が
あ
る
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
に
も
、
み
ん
な
で

描
き
、
育
む
ま
ち
づ
く
り
を
今
後

と
も
進
め
て
い
く
。

地域コミュニティの現状と課題は

住民との議論や協議を重ね課題
解決に努める

問

答



議
員　
「
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
」と
あ

る
が
、地
球
温
暖
化
対
策
の
取
り

組
み
も
考
慮
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

町
長　
地
球
温
暖
化
の
主
原
因
で

あ
る
二
酸
化
炭
素
の
削
減
に
関
し

て
、本
町
の
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル

率
は
郡
内
で
も
上
位
に
あ
る
。
今

後
も
ご
み
の
減
量
や
、リ
サ
イ
ク

ル
の
推
進
に
努
め
て
い
く
。
企
業

の
森
づ
く
り
活
動
や
計
画
的
な
町

有
林
造
成
、緑
の
流
域
治
水
に
取

り
組
み
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
活
動
を
活
性

化
し
て
い
く
。

議
員　
支
え
あ
い
な
が
ら
福
祉
の

向
上
を
目
指
す
た
め
の
考
え
が
不

十
分
の
よ
う
に
感
じ
る
が
、ど
の

よ
う
な
施
策
を
考
え
て
い
る
の

か
。

町
長　
公
助
に
よ
る
支
え
合
い
の

各
種
政
策
は
、他
町
村
に
比
べ
見

劣
り
し
な
い
と
感
じ
て
い
る
。
今

年
度
も
見
守
り
ブ
ザ
ー
の
配
布
や

位
置
情
報
発
信
器
の
試
験
的
導
入

吉田 精二 議員

質問の様子は
こちら

所
信
表
明

町
民
フ
ァ
ー
ス
ト
を
念
頭
に

選
挙
公
約
を
実
行
し
て
い
く

問答

に
よ
り
、安
心
安
全
に
生
活
を
送

れ
る
施
策
を
実
施
し
て
い
く
。

　

共
助
に
よ
る
支
え
合
い
は
、民

生
委
員
や
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
の
活
動
を
社
会
福
祉
協
議

会
と
連
携
し
な
が
ら
し
っ
か
り
と

支
援
し
て
い
き
た
い
。

議
員　
高
齢
化
率
が
45
％
を
超
え

る
現
状
で
、高
齢
者
に
対
す
る
精

神
的・
経
済
的
不
安
を
ど
の
よ
う

な
対
策
で
払
し
ょ
く
し
よ
う
と
考

え
て
い
る
の
か
。

町
長　
こ
れ
ま
で
本
町
の
発
展
の

た
め
に
尽
力
さ
れ
て
き
た
こ
と
に

敬
意
を
表
す
る
。
高
齢
者
支
援
は

で
き
る
限
り
の
施
策
を
講
じ
て
き

た
。
高
齢
者
の
移
動
手
段
の
確
保

や
買
物
支
援
は
、今
後
も
十
分
検

討
し
、安
心
安
全
な
生
活
の
質
の

向
上
を
目
指
す
。

議
員　
町
長
の
思
い
描
く「
心
豊

か
で
活
力
が
あ
り
、未
来
を
創
造

す
る
ま
ち
」と
は
、ま
た
、そ
の
実

現
に
向
け
て
の
具
体
的
な
行
動
計

画
は
。

町
長　
令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害

と
令
和
４
年
台
風
14
号
災
害
か
ら

の
創
造
的
復
旧
復
興
、防
災
減
災

の
推
進
、子
育
て
世
代
の
経
済
的

負
担
の
軽
減
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
は
、ま
だ
道
半
ば
。
こ

の
４
つ
を
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
着
実
に
実
施
し
て
い
き
た
い
。

　

総
合
計
画
に
沿
っ
た
政
策・
施

策
の
優
先
順
位
を
確
認
し
な
が

ら
、町
民
が
安
心
し
て
生
活
が
で

き
、元
気
に
安
全
に
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
町
づ
く
り
の
た
め
、政

策・施
策
を
実
行
し
て
い
く
。

少子化対策ももちろん
必要だが、高齢者が安
心して暮らせる社会づ
くりも重要。町長の２
期目の活躍を期待する。

つ ぶ
や き議員の

教えて　ゆっくん
所信表明って何？

町長が、任期４年間を見通した政策

の方向性や重要施策などを、選挙後

の町議会定例会で表明するものだよ。

長谷町政２期目の所信表明は、「特集

（２～３ページ）」を参考にしてね。

12 ゆのまえ議会だより  No.43（令和５年8月） 

一般質問



その他の協議項目
〇商工会青年部からの事業提案（地域づくり夢チャレンジ推進事業）　※本会議５ページを参照

全 員 協 議 会 4月10日、 5月10日、 5月26日

主 な 協 議 事 項

まんが美術館・公民館棟の改修 
老朽化に伴い利用しやすい施設に改修
この事業は、「まんが美術館等活用計画（平成２９年２月策定）」や「改善センター等改修工事基
本設計(平成２９年１２月策定)」で基本構想まで策定していましたが、事業財源などの課題があ
り先送りとなっていました。

①事業概要
　湯前まんが美術館は、平成４年に開館して以来、３０年以上にわたり「まんが文化」の保存展示と地域
活性化の拠点施設となっています。観覧者数は、年平均６０００人弱の方が訪れていましたが、平成２８
年熊本地震や令和２年７月豪雨災害、新型コロナウイルスにより多大な影響を受けています。そのよう
な中、人吉球磨地域一体でＭＡＮＧＡコンテンツを活用した交流人口拡大化の各種事業が始動しました。
　今回、平成２８年熊本地震復興基金交付金を活用し、くま川鉄道の全線開通に向けて湯前まんが美
術館と中央公民館をリニューアル改修することで、交流人口の増大を図ります。

②概算事業費
事業区分 概算事業費

美術館・公民館棟改修
内装改修 ５５００万円
照明・空調設備 ４０００万円
外装塗装 １７００万円

新棟増築 ３０００万円
外構工事 ２８００万円

③事業スケジュール

３月

令和５年度

４月

１２月
３月

令和６年度

くま川鉄道全線の運転再開(未定)令和７年度

新棟増築 内装改修 設備改修

外構工事 外壁塗装
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次の所管事務を調査しました。
◎自主防災組織の現状
◎まんが美術館の運営

個性輝く美術館を目指す
【事業目標値】　まんが美術館運営計画（案）より抜粋　※計画値は今後見直しの予定

委 員 長 西　靖邦
副委員長 吉田 精二
委　　員 倉本 豊、黒木 龍次、椎葉 弘樹

　5月16日、6月16日総務厚生文教常任委員会

事業区分 目標値 令和４年度 令和９年度

那須良輔原画等アーカイブ 原画のデジタル化（累計） 5,000 点 7,200 点

常設展示・特別展示 入館者数 2,000 人 7,000 人

出前まんが美術館
開催会場数 1 カ所 5 カ所

集 客 数 300 人 1,500 人

那須良輔風刺漫画大賞 応募点数 700 点 700 点

WEB コンテンツ活用

記事の情報発信件数 50 件 140 件

美術館 HP 閲覧回数 59,000 ページ 150,000 ページ

SNSフォロワー数（累計） 300 人 900 人

オリジナルグッズ

品 目 数（累計） 13 種 16 点 18 種 25 点

販売商品数 180 点 250 点

販売金額 70,000 円 100,000 円

マンガ授業 児童生徒の満足度 80％ 95％

自主防災組織は地域の「共助」をなす中核組織
【自主防災組織の結成率】　
◎全国：84.4％　◎熊本県：83.3％　◎湯前町 ：100％（すべての地区で自主防災組織を結成）

【自主防災組織の活動】 
　・平常時の活動 → 消火訓練や情報伝達の訓練、要配慮者の把握　など
　・災害時の活動 → 避難の呼びかけ、情報の収集・伝達、救出・救助　など

【今年度の自主防災組織の活動概要】
　 ・防災講話の実施
　・消耗品、備品の配備
　・地区防災訓練



教えて　ゆっくん
ワーケーションって何？

「ワーク＝仕事」と「バケーション＝休暇」を組
み合わせた造語で、普段のオフィスとは離れ
た場所（観光地やリゾート地など）で休暇を楽
しみながら働くスタイルのことだよ。

教えて　ゆっくん
多面的機能って何？

｢食」を支えるだけではなく、「国土の保
全」、「水源のかん養」、「自然環境の保全」、
「良好な景観の形成」、「文化の伝承」など、
農業・農村がもたらすさまざまな働きの
ことだよ。
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委 員 長 遠坂 道太
副委員長 味岡　恭
委　　員 山下 力、金子 光喜、森山 宏

　5月16日、6月16日企画経済建設常任委員会

次の所管事務を調査しました。
◎多面的機能支払交付金事業の現状
◎ワーケーション推進事業の現状

地域に欠かせない
多面的機能支払交付金事業
町民の生活や経済の安定に重要な役割を果たす

種　　類 概　　要 令和４年度・交付実績

①農地維持支払交付金 1. 地域資源の基礎的な保全活動
2. 地域資源の適切な保全管理のための推進活動 １３１０万３３００円

②資源向上支払交付金
　（共同活動）

1. 施設の軽微な補修
2. 農村環境保全活動
3. 多面的機能の増進を図る活動

１２４万７７６０円

③資源向上支払交付金
　（長寿命化） 1. 施設の長寿命化のための活動 １５８２万９３００円

ワーケ―ション推進事業２年目の取り組み
町外企業との相乗効果を図る 

ワーケーション推進事業の取り組み
令和４年度 令和５年度

モデルツアー、ワーケーションプランの構
築、情報発信、成果の検証
　・予算５００万円　→　実績３１５万５０００円

 湯前ワーケーションサイト
「湯前町　ワーケーション」で検索

 先進地視察、企業との信頼関係の構築

　・予算５００万円
　・［目的］今後の施策の参考にする。
　・出張先：兵庫県南あわじ市
　　①ＲＩＮＣ ｉｎ 寿荘
　　②サンライズ淡路コワーキングスペース
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議 員 派 遣

熊本県町村議会議長会の要望活動
令和５年５月２４日（水）　ホテルグランドアーク半蔵門（東京都）

熊本県町村議会議長会の主催で、県選出国会議員への要望活動を行いました。９郡（下益城郡、玉名郡、
菊池郡、阿蘇郡、上益城郡、八代郡、芦北郡、球磨郡、天草郡）からの提出要望があり、出席された
国会議員からそれぞれ回答がありました。

出席された国会議員

西野 太亮　衆議院議員(熊本２区)、坂本 哲志　衆議院議員(熊本３区)、
金子 恭之　衆議院議員(熊本４区)、松村 祥史　参議院議員(熊本)、
藤木 眞也　参議院議員(比例代表)、
吉田 宣弘　衆議院議員(比例代表・九州ブロック)　※公明党

全国町村議会正副議長研修会
 令和５年５月２３日（火）　東京国際フォーラム（東京都）

演　　題 講　　師

①町村議会の課題と今後の展望 江藤  俊昭　氏
   ［大正大学社会共生学部教授］

②町村こそデジタルを
　～住民のためのデジタル活用法～

若宮  正子　氏
   ［ＮＰＯ法人ブロードバンドスクール協会理事］

③町村議会とハラスメント 三島  あずさ　氏
   ［㈱朝日新聞社コンテンツ編成本部次長］

研修資料や議員報告
書は、議会図書室に
ありますので、住民
の皆さまもご覧いた
だけます！

全国の町村議会が集う研修会場の様子
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議員派遣

国道２１９号現地調査の様子

心待ちにしていた総会 !!　笑顔の会員様

国道 219 号現地調査

三市町村議会国道整備促進合同協議会

４年ぶりに開催
令和５年度  第26回  関西地区湯前ふるさと会総会
関西ふるさと会は、会員相互の親睦を図り、色々な視点から意見を交わすことができる貴重な機会で
あり、本町の活性化にもつながるものです。現在の会員数は３６人です。（大阪府、兵庫県、奈良県、
京都府、滋賀県、愛媛県に在住の方々）

５月３１日（水）に西都市、西米良村、湯前町の議員など３８人が出席して、現地調査を行いました。
このうち、越野尾二之渡工区(西米良村)は、令和６年度から令和１４年度の工期で、架橋３本、トン
ネル１本を建設する予算です。この工事の総事業費は７８億円です。

場　所：新大阪駅東口ステーションビル・ホテル新大阪
日　時：令和５年６月１０日（土）　『出席会員 ２１名』
　　　　幹事会　１２時００分 ～
　　　　総　会　１３時００分 ～
　　　　懇親会　１４時００分 ～



18 ゆのまえ議会だより  No.43（令和５年8月） 

議 長 の 窓

議 会 事 務 局 の 窓

主な議会スケジュール【7 月～ 9 月】
活動內容 日程（予定） 対応者

議会広報調査特別委員会 ７／４　編集会議 広報委員
郡議長会 ７／１３　８／１０ 金子
常任委員長・議会運営委員長
研修会 ７／２６ 西、遠坂、椎葉、

黒木、金子
上球磨正副議長会 ８／１０ 金子、椎葉
正副議長研修会 ８／２２ 金子、椎葉
三市町村議会国道整備促進合同協議会の
要望活動 ８／２３～２４（福岡市・東京都） 遠坂、金子

三市町村議会国道整備促進合同協議会の
要望活動・総会 ８／２８～２９（宮崎市・熊本市） 遠坂、森山、味岡

山下、金子

本会議 ７／１３　　　臨時会
９／６～１５　定例会 全議員

議会全員協議会 ７／２５、８／２１、９／２５ 全議員

長谷町長２期目に向けた議長挨拶　（５月１５日　議会臨時会からの抜粋）

　長谷町長におかれましては、このたびのご当選誠
におめでとうございます。選挙は無投票となりました
が、これは長谷町長がこれまで 4 年間で取り組まれた
政策の継続と、その経験による今後の期待感が、多く
の町民に認められた証拠であると認識しておりますの
で、自信を持って今後の町政に励んでいただければと
存じます。
　さて、町長 1 期目の４年間は令和２年 7 月豪雨から
の復旧・復興、それからコロナ禍に対応するための取

り組みに、大変な力を注がれた４年間だったのではな
いかと思います。
　これからは、町の課題である人口減少や産業の衰退
による町民所得の低下など、その解決に向けて、町長
が本来力を入れたい施策がようやく本格的にできるも
のと思います。
　長谷町長が、地域発展の原動力としてご活躍されま
すことと、今後ますますのご健勝を祈念いたしまして
挨拶に代えさせていただきます。

議長席から挨拶する金子議長

議会の窓
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一部事務組合

市町村議会議員の４月改選

議会構成を一部変更

人吉球磨広域行政組合議会

公立多良木病院企業団議会

上球磨消防組合議会

役　職 選挙区 氏　名

議　長 五 木 村 西村　久徳　議員

副議長 人 吉 市 田中　　哲　議員

議会選出の監査委員 多良木町 坂口　幸法　議員

議会運営委員会委員
※委員８名中、欠員（６名）を補充

湯 前 町 椎葉　弘樹　議員

他５名

＜広域行政議員　椎葉・西＞

役　職 選挙区 氏　名

議　長 あさぎり町 難波　文美　議員

副議長 湯　前　町 遠坂　道太　議員

議会選出の監査委員 あさぎり町 小谷　節雄　議員

議会運営委員会委員
※委員 6 名中、欠員（4名）を補充

湯　前　町 倉本　　豊　議員

他 3 名

＜公立病院議員　倉本・遠坂＞

役　職 選挙区 氏　名

議　長 水 上 村 米本　宗徳　議員

議会選出の監査委員 多良木町 豊永　好人　議員

＜上球磨消防議員　森山＞



湯前町議会のホームページもご覧ください。湯前町議会

「住民の声」のインタビューをお願いされたときは、ご協力をお願いします。☎0966-43-4111(内線261)

年４回にわたり、特集（２～３ページ）に関するテーマを設定し、
住民の皆さまからご意見をいただきます。

長谷町政２期目に期待すること①　テーマ

長谷町政２期目に期待すること②テーマ

◆議会広報調査特別委員会
　私たちが編集しました。　
　委員長　森山　宏　　  副委員長　西  靖邦　
　委　員　椎葉  弘樹　　遠坂  道太　　吉田  精二

▼湯前町が全国ニュースで最も雨量が多い地域として報
道され、遠方から状況を確認するための連絡があり、話
題となりました。確認の連絡はもちろん嬉しいのですが、
明るく楽しい話題で会話したいところです。

▼町の農地には、美しい緑の絨毯（じゅうたん）が広がっ
ています。

▼町長が２期目に入り、さまざまな施策や事業が具現化

されます。議会も是々非々をもって注力
していきます。「昇華　湯前町」が全国の
ニュースで話題になることを祈念します!!

　　　　　　　（森山)
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　長谷町政２期目に期待することの１つ目は、どんな
人でも住みやすい町づくりを目指してもらえたらと思いま
す。湯前町は、住む場所が少なく移住しようにもできない方がお
られると思います。分譲住宅や若者住宅の建設など、どんな方でも住める町
づくりをしてもらえればと思います。
　２つ目は、長谷町政２期目ということで、もっと住民の声を聴き湯前町民
が安心して暮らせるような施策をしてもらいたいです。

　長谷町政２期目に期待することは、まずは春の祭りを開催してほしいこ
とです。今までは「おっぱい祭り」や「つつじ祭り」があり、とても賑わっ
ていたのですが、現在は開催されておらず少し寂しいです。グリーンパレ
スに咲くつつじを見たらとても綺麗で、この景色を見ながらいろんな方と
祭りで楽しめたらなと思います。
　次に、湯前町は漫画の町として売り出しているのに、まんが美術館やま
んが図書館だけで全国的に知名度は低いと思います。なので、湯前町を通
るだけの人達でもわかるように、国道の入り口に看板を設置してみたらど
うかと思います。湯前町のさらなる発展を期待しております。

湯前町青年団　団長
工藤　祐二 さん

湯前町婦人会　代表　
苗床　由美 さん
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